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Abstract: First, with the help of essential oil experts, the rating items for essential oils were collected (Study 1). Then the rating 
items were evaluated and classified, and statistically analyzed. Through this procedure, important, appropriate and representative 
rating items were selected in an unbiased and comprehensive manner (Study 2 and Study 3). Finally, the selected rating items were 
used to evaluate the impressions, feelings and efficacy of the essential oil odors (Study 4). In this study, an appropriate scale was 
obtained, and it became possible to measure the Kansei of essential oil odors. In addition, the Kansei of essential oil odor was 
summarized into seven scales: I. Clear, II. Unique, III. Sweet, IV. Quality, V. Refreshing, VI. Relaxing, and VII. Happy. These seven 
axes were used as the basis for maps to visualize the Kansei of essential oil odor. 
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1. はじめに 

 

においは個人内の体験であるため，そのまま他者と共有す

ることが難しく，これを補うイメージの視覚的表現が望まれ

てきた．においは各個人の鼻のなかの嗅覚器で揮発性の化合

物を受容することで感じられ，その感じ方には嗅覚受容体の

遺伝子多型や性別などの先天的因子，環境や経験などの後天

的因子による個人差がある［1］．一方で，多くの人がもつに

おいの「イメージ」には，ある程度共通点があり，マップに

よる可視化が試みられている．そのなかには，SD 法［2-5］

や類似度［6-8］のように，人の評価に基づくマップのほか，

機械学習によるマップがある［9］．しかしこれらマップは必

ずしも同じ結果にはなっていない。この違いは，興味関心や

アプローチ方法の違い，換言すれば，対象とするにおいの範

囲や測定方法の違いに起因すると考えられる．このため，イ

メージを可視化するにはにおいの種類を限定したうえで，そ

のイメージの測定にふさわしい指標やマップをつくる必要が

ある． 

われわれはさまざまなにおいに囲まれて生活しているため，

目的に応じた検討には，その種類を適切に限定することが重

要である．日常的なものに限っても，よい匂いとわるい臭い

とがあり，匂いを添加して楽しむこともあれば，臭いを抑え

て苦痛を和らげることもある．さらににおいの元となる物質

には天然のものと人工のものがあるうえ，それらの混合物も

ある．またヒトは約 400 個の嗅覚受容体を持ち，それらが無

数にあるにおい物質によって様々なパターンで活性化される

という［10］．このようなにおい物質の多様性と嗅覚受容体

の対応関係が，数多あるにおいの体験を可能にしている．ま

ずはこの多くのにおいのなかでイメージの共有を求める範囲

を設定し，範囲内のにおいを網羅しながら，必要最小限のに

おいに限定して可視化することが有効と考えられる． 

においのうち香りは，香粧品や食品に添加されるほか，身

につけたり室内に噴霧したり，様々な用途があるため，高い

需要がある．特に植物から抽出された揮発性の天然の芳香物

質はエッセンシャルオイルとよばれ［11］，日常のなかで楽

しまれるだけでなく，心身にポジティブに作用することが知

られている［11-12］．このため，その香りのイメージの共有

が実現すれば社会的に大きく貢献することが期待される．特

に単一材料のエッセンシャルオイルは，天然の香りの要素

（最小単位）であり，混合した香りの基礎となる．したがっ

て単一材料のエッセンシャルオイルを網羅的に対象とすれば，

自然に存在する有用な香りの感性印象について，基礎的知見

を得ることができる．  

香りをどのように表現して共有するかには，高い関心が向

けられてきた．香りを扱う専門家たちが，個別の香りをこと

ばで表現するだけでなく，独自の分類を用いて香りを表現し

ようと工夫を重ねてきたのは［13］その証左である．このよ

うな工夫は，技法の洗練や知識の伝承を行う上で有益であっ
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たと考えられる．しかし詳細さや厳密さを高めた結果，専門

家が用いる用語や表現は多岐にわたり，特別な学習や訓練を

行っていない一般の個人にとって，理解が難しいものも含む． 

一般の個人を含む多くのひとが香りを表す際に用いるのは．

感性印象に基づく日常的なことばである．たとえばカモミー

ルの香りを試したひとは「甘い」や「やさしい」のような，

感覚や感情を表すことばで香りを表現するかもしれない．こ

のような感性印象を用いた表現は，カモミールを知らなくて

も，その香りの特徴の直感的理解を可能にするうえ，かすか

に甘い・かなり甘いなど量的な連続性がある尺度になりうる．

感性印象に基づく表現は，web サイトや書籍のように，文字

だけで香りを伝えなければならない場合に特に有用である．

また専門店などで実際に香りを試しながら選ぶ場合でも，こ

れらのことばは，専門家と一般の個人がコミュニケーション

をとるうえでの“共通言語”として機能すると考えられる． 

このように香りのイメージを共有するためには，適切なこ

とばを選び出す必要がある．香りを表現することばは多くあ

り，「樟脳（カンファ―）」や「パウダリーな」のように具体

物を例示するものもあれば，「白っぽい」や「甘い」のよう

に感性印象で表現するものもある［13］．このうち具体物は，

それを知らないと想起できないうえ，知っていたとしても

個々の経験によってイメージが異なる可能性がある．これに

対して感性印象的な表現は理解しやすいが，「甘い」に比べ

ると「白っぽい」香りを明確にイメージしがたいひともいる．

したがって香りを測定するならば，香りの表現として適切な

ことばを選定して用いる必要がある． 

また，ことばの選定は香りの専門家が行うことが望ましい．

これは，専門家が香りの用語を熟知し，それぞれの明確なイ

メージを持っていることに加え，一般の個人と同様に感性印

象に基づく表現も可能なためである．つまり，多言語話者が

翻訳を行うように，専門家と一般個人の双方のことばを知っ

ていることが，適切な選定には必要と考えられる．さらに複

数の専門家の協力のもと得られたデータを統計的に分析すれ

ば，対象とする香りに真にふさわしいことばを選ぶことがで

きる．これらのことばを定量的な指標，すなわち，尺度とし

て香りを評価し，統計処理を行えば，感性印象を要約し，か

つ視覚的に表すことができる．このことは香りの直感的理解

を可能とする． 

以上をふまえ，本研究ではまず，単一材料のエッセンシャ

ルオイルを対象として，専門家の協力のもとエッセンシャル

オイルの香りの感性印象の測定に適した尺度を作成する．エ

ッセンシャルオイルの香りを感じるときには，澄んだ香り・

甘い香りなどの印象のほか，イキイキする・優しい気持ちに

なるなどの感情の変化，目が覚める・癒されるなどの効果

（効能）もまた感じられるため［12］，①印象・②感情・③

効能の別に評定語を集める．さらに，評定語としてのふさわ

しさや重要度を評価し，似たことば同士の分類を経て，適切

な評定語を系統的に選出する．そのうえで単一材料のエッセ

ンシャルオイル 50 種［8］から選出した 35 種のエッセンシ

ャルオイルを実際に評価し，感性印象の可視化を行う．香り

の感性印象のマップを構築することにより，事前にその香り

の知識がなくとも，吸香することなく視覚的に香りの特徴を

把握することを可能にする． 

 

2. 研究 1：評定語の収集 

 

2.1 目的 

エッセンシャルオイルの香りの感性印象尺度の構築に向け，

先行研究からことばを抽出すると同時に，専門家にことばの

列挙を求め，評定語を収集する． 

 

2.2 方法 

（1）質問紙 エクセルで作成した．①印象（香りの印象に

関わることば），②感情（香りによって喚起・抑制される感

情に関わることば），③効能（香りによって期待される，効

能に関わることば）の別に，ことばを記入する欄を設けた．

また香りの印象や芳香浴の効能，感情語など関連する 42 の

先行研究［2-5, 12-14］に基づき，①印象・②感情・③効能の

評定語の例を質問紙上に提示し，参照できるようにした． 

（2）手続き 参加者は香りの①印象・②感情・③効能の評

価にふさわしいことばをできるだけ多く質問紙に入力した．

回答は個別に行い，参加者には回答の手がかりとしてエッセ

ンャルオイルの香りの確認や芳香浴をするよう求めた． 

（3）参加者 アットアロマ株式会社所属の香りの専門家 10

名（平均年齢 38.5歳；女性 7名，男性 3名）の協力を得た．

特に職務上日常的にエッセンシャルオイルに関わっており，

エッセンシャルオイルの香りのイメージを持っていることを

参加条件とした． 

 

2.3 結果と考察 

新たに得られたことばと先行研究のことばとをあわせて重

複を削除した結果，①印象は 835 語，②感情は 375 語，③効

能は 282 語が得られた．なお，いきいき・イキイキした・生

き生きしたなど，同音・表記違いを含む．このように個々人

から多様かつ多数のことばが得られたため，研究 2 では，評

定語として複数の個人に共通してふさわしく感じられ，重要

なことばを研究 1 で得られたことばから選出することにした． 

 

3. 研究 2：ふさわしさと重要度による評定語の選出 

 

3.1 目的 

研究 1 で得られたことばから，香りの評定にふさわしく，

かつ重要なことばを選出するため，それぞれのことばに対し，

評定語としてのふさわしさ・重要度の評価を求める． 

 

3.2 方法 

（1）質問紙 エクセルで作成し，研究 1 で得られた①印象

835 語，②感情 375 語，③効能 282 語の右方に，ふさわし

さ・重要度を数値で入力する回答欄を設けた．ことばの提示

順はランダムとした． 
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（2）手続き 参加者は香りを評定することばとしてのふさ

わしさを，まったくふさわしくない(1) -とてもふさわしい(7)

の 7段階で， エッセンシャルオイルを使用するとき，ことば

があらわす特徴をどのぐらい重視するかを，まったく重要で

ない(1) -とても重要(7)の 7段階で評価した．  

（3）参加者 研究 1 と同じ，エッセンシャルオイルの香り

のイメージを持っている専門家 10名の協力を得た．  

 

3.3 結果と考察 

特にふさわしく，重要なことばを選ぶため，ふさわしさ・

重要度とも平均 5.0 以上を基準とした結果，①印象 173 語，

②感情 76 語，③効能 118 語が選出された．これらのなかに

は，同音・表記違いを含む，互いに言い換え可能なことばが

あったため，研究 3 では，似たことばのグルーピングを行い，

各グループから適切な評定語を選出することにした． 

 

 4. 研究 3：類似度による評定語の選出 

 

3.1 目的 

研究 2で選ばれたことばから，網羅的かつ代表性のある偏

りのない評定語を選出するため，似ているか否かに基づき，

グループ分類を行ったうえで各群からことばを抽出する．  

 

3.2 方法 

（1）フリーソーティング フリーソーティングは，参加者

に「似ている－似ていない」の基準でグループ分類を求める

ことによって，多数の刺激間の関係性を簡便に分析すること

を可能にする方法である［15］．本研究では，Windows 上で

動作するフリーソーティング用のソフトを自作した（図 1）．

画面上には 30 のボックスが表示され，マウス操作でことば

を自由に移動することができた．  

（2）手続き ①印象 173語，②感情 76語，③効能 118語の

別に，フリーソーティングを行った． 参加者は互いに言い

換え可能だと思うことばを，同じボックス内に移動すること

で分類を行った． 

（3）参加者 研究 1・2と同じ専門家 10名の協力を得た．  

 

 

 

3.3 結果と考察 

クラスタ分析（ward 法）の結果，①印象は 20 クラスタ，

②感情は 6 クラスタ，③効能は 11 クラスタが得られた．ま

た多次元尺度構成法（PROXSCAL）に基づき得られた①印

象・②感情・③効能の評定語のマップを，図 2・3・4 に示す．

図中の数値は，クラスタの別である．これらの結果に基づき

専門家と研究者の合議を行い，研究 4の評定語を選出した．  

具体的には各クラスタからふさわしさ・重要度の高い語を

優先して 1 つずつ選出し，これに加え，異なる表現かつ使用

頻度の高い語を選んだ．①印象は各クラスタから 1 語ずつ選

び，具体物・具体的成分が最もふさわしさ・重要度が高かっ

た場合には印象語に代えた．これは具体的なものの場合，あ

てはまりの評価が，そのものか否かの質的判断となり，量的

な測定ができないためである．さらにエッセンシャルオイル

図 3．感情の評定語マップ 

図 2．印象の評定語マップ 

図 1．フリーソーティング用ソフト動作画面 
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の香りの類似度判断を行った研究［8］で重要度が示唆され

た「甘い」を加え，計 21 語を選出した．②感情は 6 クラス

タから 3つずつ計 18語，③効能は 11クラスタから 2つずつ

計 22 語を選出した．この手続きにより網羅的かつ代表性の

ある評定語を偏りなく選出できた． 

なお①印象のマップの左から右に清澄－重層，下から上に

硬い－柔らかい，②感情のマップの左から右に沈静－覚醒，

下から上に暖かい－冷たい，③効能のマップの左から右に沈

静－覚醒，下から上に内的環境－外的環境の軸が想定できる．

②感情と③効能の双方とも芳香浴後に期待される状態の変化

であるうえ沈静－覚醒の軸が想定でき，③効能の多くを気分

の変化が占めたことから，沈静－覚醒が効能として重要と考

えられる．このため研究 4 では②感情・③効能の別に評定を

行い，双方とも沈静－覚醒が重要であることを確認したうえ

で，②感情・③効能を合わせて分析する． 

 

 

5. 研究 4：感性印象に基づく香りの可視化 

 

5.1 目的 

研究 1-3 で選出された①印象・②感情・③効能の評定語を

用いて評価を行い，感性印象に基づくエッセンシャルオイル

のマップを構築する． 

 

5.2 方法 

（1）エッセンシャルオイル 先に研究 2・3・4 と同じ参加

者が 50 種のエッセンシャルオイルの香りの類似度判断を行

い［8］，34クラスタが得られたため，各クラスタから 1つず

つ選出することで，網羅的に代表的な香りを対象とした．具

体的にはアットアロマ株式所属の香りの専門家 2 名の合議に

より，各クラスタから一般的で利用頻度の高い香りを優先的

に選出した．特に利用頻度の高い第 31 クラスタ（甘い柑橘

系）からは 2種を選出し，計 35種を対象とした． 

 エッセンシャルオイルはすべて同型の半透明の茶色の小瓶

に封入され，参加者は瓶に貼付された 01－35 のラベルで区

別した．評価時には，参加者が瓶のふたを開け，丁度よい強

さに感じるよう瓶と鼻との間の距離を調整したうえで，香り

が感じられたあとに一呼吸して評定を開始した．つまり参加

者はエッセンシャルオイルの名称を知らされず，香りの評価

を行った．参加者は 01 から 35まで順に評価を行ったが，こ

れら数値とエッセンシャルオイルとの組み合わせが異なる 2

セットを用意し，2 群に分けた参加者にいずれかのセットの

評価を求めることで順序効果を相殺した．評価を終え，つぎ

のエッセンシャルオイルの評価に移る前には，嗅覚疲労低減

のため， 参加者自らの手首を 10秒間かいだ［12］． 

（2）質問紙 Google Forms で作成し，参加者は自由に調査

を開始・中断・終了できた．01－35のエッセンシャルオイル

の香りについて，研究 3 で選出した①印象 21 語，②感情 18

語，③効能 22 語のあてはまる度合いを，まったくあてはま

らない(1) -とてもあてはまる(7)の 7段階で評価した． 続いて

「使いたい」・「他者に勧めたい」・「好き」に，あてはまる度

合いを 7 件法で回答した．最後に①②③と同じ項目について，

参加者が香りを選ぶ時の重要度を 7件法で回答した． 

（3）参加者 アットアロマ株式会社所属の 67 名（平均年齢

33.6歳；女性 48名，男性 19名）の協力を得た．  

 

5.3 結果と考察 

（1）印象 ①印象の 21 項目を対象に因子分析（最尤法・プ

ロマックス回転）を行い，最終的に 4因子を抽出した（表 1）．

因子負荷量の高い項目や，因子に含まれる項目を総合的に勘

案し，第 1 因子から順に I.クリア・II.個性的・III.スウィー

ト・IV.上質とした．なお因子分析の過程で，因子負荷量が

0.35 以下，あるいは複数の因子に対する負荷量の差が 0.1 以

下の項目は削除した．香りの印象は I.クリア・II.個性的・III.

スウィート・IV.上質の 4つの観点からなるといえる． 

図 4．効能の評定語マップ 

評定項目
I.

クリア

II.

個性的

III.

スウィート

IV.

上質

クリア .84 -.09 .01 .04
涼しい .83 .02 -.05 .00

シャープ .83 .22 -.15 -.04
さわやか .73 -.22 .08 .00

軽い .57 -.38 .03 -.06
グリーン .53 .25 -.13 .03
個性的 .10 .74 .06 .05

親しみのある .00 -.67 .19 .13
力強い .16 .62 .10 .00

シンプル .29 -.59 -.03 .05
はなやか -.07 .13 .79 .02

甘い -.26 -.07 .71 -.02
ジューシー .18 -.19 .43 -.14
落ちついた -.25 -.28 -.23 .70

上質な -.02 .23 .17 .64
洗練された .37 .11 .09 .57

表 1．印象の評定語と 4因子 
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各エッセンシャルオイルの因子ごとの平均得点を図 5・6

に示す．ペパーミントの香りはクリアな印象であり，バニラ

の香りはクリアな印象ではない．個性的な香りはクローブ・

ベチバー，スウィートな香りはオレンジ・イランイラン，上

質な香りはサンダルウッド，スウィートかつ上質な香りはロ

ーズであることがわかる．またオレンジ・ユズなどの柑橘の

香りはマップ上で近く，似た印象といえる．このようにマッ

プを参照すれば，一瞥して特定のエッセンシャルオイルの香

りの印象や，複数のエッセンシャルオイルの関係が把握でき

る．なお，個々のエッセンシャルオイルの印象は，図 5・6

の値を利用したレーダーチャートや，各項目の得点のイメー

ジプロフィールで視覚的に把握できる（図 7）． 

（2）感情・効能 ②感情 18 語，③効能 22 語の別に因子分

析（最尤法・プロマックス回転）を行った結果，双方とも沈

静因子・覚醒因子が認められ，芳香浴後の状態の変化という

点で共通することが確認された．そこで②感情 18 語・③効

能 22 語を合わせて因子分析（最尤法・プロマックス回転）

を行い，3 因子を抽出した（表 2）．第 1 因子に含まれる項目

は覚醒すなわちエネルギー覚醒の向上と考えられるため，第

クリア

涼しい

シャープ

さわやか

軽い

グリーン

個性的

親しみのない

力強い

複雑な

はなやか

甘い

ジューシー

落ちついた

上質な

洗練された

モダン

重厚感のある

温かみのある

やわらかい

心地よい1

1 4 7

ペパーミント

図 7．レーダーチャート（左）とイメージプロフィール（右） 

表 2．感情・効能の評定語と 4因子 

評定項目
V.

リフレッシュ

VI.

リラックス

VII.

ハッピー

頭が冴える .84 -.10 .02
すっきり .83 -.07 .06

スカッとした .82 -.12 .07
集中力向上 .81 .12 -.10
さわやか .80 -.05 .14
眠気防止 .77 -.16 .00
空気清浄 .77 .30 -.37

リフレッシュ .76 -.07 .25
目が覚める .75 -.26 .14
クールな .73 .04 -.35

抗ウイルス .70 .26 -.40
気分転換 .67 .04 .33

気持ちが切り替わる .66 .06 .22
やる気になる .66 -.03 .31

クリエイティブ .45 .09 -.15
感性が刺激される .43 .07 -.01

鎮静 .00 .82 -.26
眠れる -.12 .81 -.05
安眠 -.15 .77 .00

呼吸を深める .38 .77 -.32
落ち着いた -.08 .76 -.35

休息 .00 .76 .05
気持ちが安定する .06 .76 .11
ストレスの緩和 .07 .70 .20

不安の緩和 .01 .68 .21
緊張した状態の改善 .11 .68 .16

癒される -.03 .67 .33
リラックスした -.11 .65 .25

喜び -.08 -.03 .90
明るい .19 -.24 .87

気分が明るくなる .14 -.11 .87
楽しい .11 -.18 .86
幸福な -.25 .18 .75
幸福感 -.26 .26 .71

高揚する -.11 -.06 .66
快い .29 .22 .58

満たされている -.17 .36 .55
優しい -.18 .38 .55

感じのよい .22 .39 .50
気持ち良い .29 .38 .49

図 5．印象のマップ 1：I.クリア×II.個性的 

図 6．印象のマップ 2：III.スウィート×IV.上質 
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1 因子を V.リフレッシュとした［16］．第 2 因子に含まれる

項目は沈静すなわち緊張覚醒の緩和と考えられるため，第 2

因子を VI.リラックスとした［16］．また第 3因子は含まれる

項目を総合的に勘案し VII.ハッピーとした．覚醒・沈静は，

コアアフェクトモデル［14, 17］や二次元気分尺度［18］に

も認められ，感情の概念として重要と考えられる．本研究の

結果は芳香浴後に感じられる効果を V.リフレッシュ・VI.リ

ラックス・VII.ハッピーの 3 つにまとめられることを意味し，

覚醒・沈静は芳香浴後の感情や効能においても重要といえる． 

 3 因子を軸とし，各エッセンシャルオイルの因子ごとの平

均得点を図 8・9 に示す．ペパーミントの香りや，これに次

いでローズマリー・レモンの香りはリフレッシュすると感じ，

ヒノキ・ホーウッドの香りはリラックスすると感じる．また

オレンジ・ユズ・ベルガモット・レモンの柑橘系の香りやロ

ーズ・バニラの香りはハッピーに感じることが視察される． 

 

6. まとめ 

 

 本研究では，エッセンシャルオイルの専門家の協力を得て

評定語を収集し（研究 1），ことばの評価と分類の統計処理

を経て，重要かつふさわしい，代表的な評定語を偏りなく網

羅的に選出した（研究 2・3）．これにより，評価に適した尺

度が得られ，香りの感性印象の測定を可能にした．今後はほ

かの香りに対しても，同尺度による測定が可能である． 

また実際に尺度を用い，香りに対する印象・感情・効能の

評価を行った（研究 4）．感性印象は I.クリア・II.個性的・III.

スウィート・IV.上質・V.リフレッシュ・VI.リラックス・VII.

ハッピーの 7 視点にまとめ，マップやレーダーチャート，イ

メージプロフィールによって，感性印象を可視化した．本来

香りは一つひとつ吸香してはじめて感じられるものではある

が，専門家の感性印象が視覚的に把握可能となったことで，

香りの知識のない者でもあらかじめその特徴を把握すること

が可能となった．これにより，個人が求める香り選びの一助

となることが期待される． 

 今後は香りそのものの類似度に基づくマップ［8］との比

較や，香りの好悪の個人差［12］による印象や感情の違いに

ついて検討を行い，香り体験の全容の解明を目指す． 
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